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腐食の基礎



腐食局部電池のアノード及びカソード



ダニエル電池



脱気した室温の水中での鉄の腐食に及ぼすｐＨの影響



室温の水中の鉄の腐食に及ぼすpHの影響



室温の食塩水による鉄の腐食に及ぼす食塩温度の影響



溶存酸素を含む水中での鉄の腐食に及ぼす温度の影響



Fe-C状態図と徐冷時の組織



鉄の酸腐食に及ぼす炭素の影響



電極電位



各種金属の標準電極電位



金が腐食しない理由



銅が酸に強い理由



鉄が腐食する理由



クロムの耐食性が優れる理由



電気化学実験装置

写真1．電気化学実験装置

青色○：参照極

黄色○：作用極 (電流検出、電圧検出)

赤色○：対極

塩橋

試験片

参照電極
(Ag/AgCl)

温度計

対極
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装置番号 ① ② ③ ④ ⑤
装置名 参照電極 塩橋 ルギン管 対極 試験片
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亜鉛の酸中における電位・電流曲線



C

A B

D

図 腐食の支配形態
A,B,Dは分極支配、Cは抵抗支配



分極曲線

BB



ガルバニック コロージョン



ステンレス鋼の種類



図 電位差腐食電気化学的説明



海水中での鋼の異種金属接触による腐食の増大



図 電位差腐食に及ぼす溶液電気伝導度の影響



図 ファスナーと板材料の腐食

(a)板材料がアノードとなる。高電気伝導度の水
(b)板材料がアノードとなる。低電気伝導度の水
(c) ファスナーがアノードとなる。



図 電位差電流に及ぼすワグナー数の影響

管板（貴電位）と管（非電位）間の電位差腐食において、管側に流れるアノー
ド電流密度は管板/管の接触点から管長さに対応して電流密度は減少する。
ワグナー数 W= K(dE/di)/Rで、dE/diは分極抵抗、Kは溶液の電気伝導度
である。溶液抵抗が大きいと、ガルバニック電流は異種金属の接触点近傍
に限られる。



P = P0 ( 1 + A / B )                  (1)                           

P：卑な腐食電位の金属が貴な腐食電位の金属との接触時の
腐食量

P0：卑な腐食電位の金属の単独時の腐食量

A：貴な腐食電位の金属の面積

B：卑な腐食電位の金属の面積

面積比の影響



図 ガルバニック コロージョンの等価回路



I = (Ec－Ea) / (Rcont + Rc + Ra + Rsol)   (1)                            

I：ガルバニック電流(A)、i：ガルバニック電流密度（A/cm2）

Ec －Ea：今回の場合、Ecは貴な金属の腐食電位、Eaは卑な
金属の腐食電位 (V)

Rcont：金属AとBの接触抵抗(Ω)

Rc：カソード（金属A）の分極抵抗(Ω)

Ra：アノード（金属B）の分極抵抗(Ω)

Rsol：溶液の抵抗(Ω)



Aがステンレス鋼、Bが炭素鋼として、海水中におけるガルバニック腐食

腐食反応がカソード支配である時、 Rc >> Rcont + Ra + Rsol であるので、

I = (Ec－Ea) /  Rc = Sc (Ec－Ea) / Rc0 (A)                      (1) 

i=(Ec－Ea) / Rc0×Sc / Sa (A/cm2)                                          (2)

但し、Rc  (Ω) = Rc0  (Ωcm2) / Sa（cm2）で、Sa及びはScは、それぞれ炭素鋼
及びステンレス鋼の面積である。

P = P0 ( 1 + A / B )                                                   (3)







図 ガルバニック電流測定模式図



図 Al, Cu及び Al+Cuの分極曲線、0.1%NaCl（RT)
a) インヒビターなし、b)インヒビター 300ppm添加
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写真 Alの電位差腐食（１週間ガルバニック腐食試験）
インヒビター添加なし



写真 Alの電位差腐食（１週間ガルバニック腐食試験）
インヒビター添加有り


